
 

 

 

2025 年３月 21 日 

各 位 

会 社 名 Terra Drone 株式会社 

代表者 代表取締役社長 德重 徹 

(コード番号 278A 東証グロース市場) 

問合せ先 取締役 関 鉄平 

 (TEL. 03 - 6419 - 7193) 

 

 

 

2025 年１月期 通期決算説明会 動画・書き起こしを公開しました 
 

2025 年 3 月 17 日に開催いたしました「2025 年１月期 通期決算説明会（機関投資家・アナリスト

向け）」の録画動画を、以下のリンク先にて公開いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

■決算説明会概要 

 

・開催日時 2025 年 3 月 17 日（月）13:00～14;00 

・開催方法 オンライン配信 

 

 

■決算説明会動画 

 

・URL：https://youtu.be/rp3wEQWnxVM 

 

 

■決算説明会書き起こし 

 

・本編 

 

以 上  

https://youtu.be/rp3wEQWnxVM


 

プレゼンテーション 
 

 
 

● 徳重：Terra Drone 株式会社 代表取締役社長の徳重でございます。 

 

● 本日は、2025 年 1 月期 通期決算説明をさせていただきます。 

 

  



 

 
 

● まず、エグゼクティブサマリーです。 

 

● 我々は昨年の 12 月にドローンサービス部門において、2024 年世界トップの会社に選んでい

ただきました（※1）。運航管理事業では、ドローンの運航管理システムである UTM を提供し

ていますが、実績的にグローバル No.1 と認識しております。今後については、向こう 3 年で

確固たるグローバル No.1になることを目指してまいります。 

 

● ドローン産業自体は日本国内だけでなく、グローバルで見ても黎明期となります。我々は世

界で拠点を持っているため、立ち上がりつつある市場を早く捉え、成長させ、収益化してい

くことを進めております。 

 

● 測量、点検事業については既に黒字化をしておりますが、農業事業については翌年から黒字

化を目指したいと考えています。ドローンの産業で大事になるプラットフォームの事業（運

航管理事業）につきましては、現行では先行投資が続いている状況です。 

 

 

 ※1：https://terra-drone.net/19356 

  



 

 
 

● こちらは、2025 年 1 月の通期の実績です。 

 

● 売上・営業利益ともに、ほぼ予想値と同水準となっております。 

 

● 2026 年 1 月期の予測につきましては、売上が前期比+ 20%となります。為替前提は前期

（2025 年 1 月期）と比べて円高になるものと予想しておりますため、前期と同水準であれば

成長率は 25%となりますことをご理解いただければと思います。 

 

  



 

 
 

● 今回初めての方もいらっしゃると思いますので、事業概要を説明させていただきます。 

 

● 我々は２つの領域で事業を展開しており、１つはドローンソリューション事業、１つは運航

管理事業です。 

 

● ドローンソリューション事業では、測量・点検・農業の領域において、自社で開発したハー

ドとソフト、サービスを一気通貫で提供しております。 

 

● 運航管理事業においては、ドローンの運航管理システムを提供しており、今後は空飛ぶクル

マの運航管理システムも開発してまいります。  



 

 

 
 

● 売上構成は、測量が 6 割、その次に点検、農業、UTM という構成となります。 

 

● 測量事業では、特にサウジアラビアの事業、またインドネシアの事業も合わせて伸びており

ます。 

 

● 海外の売上比率も、2024 年 1 月期は39%でしたが、2025 年 1 月期は 56%となり、海外事業も

非常に伸びております。自動車の自動運転や宇宙産業などと同様に、ドローン産業において

は国内に限らず世界でイノベーションが起きておりますので、世界で展開しているというこ

とは非常にプラスに働いていると考えております。 

 

 

 

  



 

 
 

● 我々は、グローバルに展開しているというのがユニークな特徴です。 

 

● また、測量だけ、点検だけ、のように一部に留まらず、複数の産業領域にまたがって事業を

展開しております。さらに、プラットフォームとなる運航管理システムの事業を当初より手

がけており、この事業を世界で展開していることが大きな特徴となります。その結果とし

て、ドローンサービスランキングでも 2024 年に No.1となりました（※2）。 

 

 ※2：https://droneii.com/product/global-drone-review-report 

 

  

https://droneii.com/product/global-drone-review-report


 

 
 

● 各事業の位置づけは、３つのフェーズに分けて考えております。 

 

● 立ち上げフェーズ：ドローン産業自体が黎明期であり、これから様々なアプリケーションが

始まっていくかと考えております。UTM は最終的に非常に大事な事業になると考えており、

世界で事業を展開していくことを鑑みても、今後の高い成長を期待しております。また、こ

のフェーズには、グローバルで事業を展開している会社への投資や M&A も含んでおります。 

 

● 成長フェーズ：農業事業については高い成長を続けることを目指しております。 

 

● 収益化フェーズ：成長フェーズを最終的に収益化していくことになりますが、測量事業と点

検事業においては既に、収益化のフェーズになっていると認識しております。 

 

  



 

 
 

● 農業事業では、インドネシアのパームプランテーションにおいて、ドローンでの農薬散布サ

ービスを提供しています。 

 

● インドネシアとマレーシアがパーム油の生産量の 8 割以上を占めているため、当社の農業事

業はこの 2 か国で展開しております。当社はインドネシアにおいてシェアトップとなってお

りますが、一方で、市場規模から考えると売上はまだ 1%にも満たない状況でございます。 

 

● １つの農園が 3,000 ヘクタール～5,000 ヘクタールほどの広大な土地であることに加え、イ

ンドネシアの各地方で農園がございますため、サービスを展開するには技術力・サプライチ

ェーン・オペレーションすべてを満たす必要があり、これが大きな差別化要因となっており

ます。 

 

● また、農薬は定期的に散布する必要があるため、リピート性の高いビジネスモデルとなって

おります。 

 



 

 
 

● UTM について改めてご説明させていただきます。 

 

● 例えば地上では、車が安全に動くために信号や道路がありますし、飛行機も航空管制システ

ムが存在して初めて安全に飛行ができます。 

 

● ドローンの場合は、UTM と呼ばれる運航管理システムが必要になると言われており、各国で

導入が進んでいる状況です。スライドの左部に示すように、ドローンの数が増えていく中

で、各国で規制も整えられてきております。  



 

 
 

● UTM は欧州では義務化が進んでおり、それがアメリカや日本に普及してきているような流れ

となっております。スライドの右に、当社グループの導入実績を記載しております。欧州や

カナダにおいては、入札が終わり、我々のシステムが稼働している状況になっています。 

 

● 国内においては、1 か国 1 社ではなく、数社が稼働する可能性もあるかとは思いますが、

我々も国のプロジェクトや、経産省のプロジェクトに長期的に携わらせていただいている状

況でございます。 

  



 

 
 

● 今後の成長戦略については、確固たる No.1 に向けて事業を展開してまいります。 

 

● 特徴②の例として挙げているように、八潮の下水道事故をきっかけにインフラ点検が注目さ

れておりますが、日本においては 50 年以上経過するインフラ施設が今後多く出てくるとされ

ております。 

 

● インフラ施設の点検は従来人が行っておりますが、ドローンで点検をすることで、安全かつ

効率的に行うニーズが高まってきているのだと考えております。また、アメリカでは中国製

のハードウェアが使用禁止になるなど、市場のボラティリティもある中で、当社は世界で事

業を展開しているため、様々な情報をいち早くキャッチし、それをビジネスにつなげていく

ことができているのだと考えております。 

 

● 今後もその流れを継続した上で、出資や M&A を含む横展開を行い、立ち上げフェーズから成

長フェーズ、そして収益化フェーズにカテゴリを分けて伸ばしてまいります。 

 



 

 
 

● こちらは具体的な事例として、点検事業についてご紹介いたします。 

 

● 立ち上げフェーズでは、市場の黎明期に、石化タンクの肉厚点検をやっているオランダの現

地企業に出資をしまして、当社が PMI をしながらシェアをあげていき、最終的には子会社化

をいたしました。 

 

● 成長フェーズでは、オランダ市場をしっかり立ち上げた後、それを日本でも展開しました。

現在では、さらに他国にも展開を試みております。 

 

● これらの実績をきっかけにアラムコさんから出資を受けることができ（※3）、サウジアラビ

アへの展開にもつながっております。更なる成長・収益化については、従来は石油プラント

などのタンクに対して UT 点検を行っていましたが、船内のタンクにおける UT 点検にもビジ

ネスを広げております。 

 

● ユーザー視点を取り込んだ自社開発の製品として、この度 Terra Xross 1 という屋内点検用

のハードウェアの販売開始を 1 月に発表しました。アメリカの大手代理店（RMUS）とも既に

販売契約を締結しており、UT 点検だけでなく色々な分野にも展開できております（※4）。 

 

 

 ※3：アラムコが支援するベンチャーキャピタルファンド Wa’ed より出資を受けている 

 ※4：https://terra-drone.net/19924 

     https://terra-drone.net/20221 

  

https://terra-drone.net/19924%E3%80%81https:/terra-drone.net/20221
https://terra-drone.net/20221


 

 
 

● 事業戦略としましては、現在の収益の柱に加え、農業が次の中核事業になっていきます。 

 

● 測量と点検を伸ばしながら、最終的には非常にポテンシャルのある UTM 事業を伸ばしていき

たいと考えています。 

 

● 一方で、これだけではドローン産業全体から見ても、まだ小さなマーケットと思っておりま

すので、新しい事業領域にも参入する必要があると考えています。点検では、タンクの点検

だけではなくパイプラインの点検などもありますし、物流においてはフードデリバリーなど

一部既にビジネスになっている部分も含めて、今後つながっていく市場でもあるかなと考え

ております。 

  



 

 
 

● 2025 年 1 月期の実績については、取締役の関よりご説明いたします。 

 

● 関：こちらが連結のサマリーとなっておりまして、業績予想に対して予想の近しい水準で着

地しております。 

 

● 売上営業利益、親会社株主に帰属する当期純利益というのは一過性の特別損失の計上がござ

いましたので下振れているような形になっております。 

 

 

 

  



 

 
 

● こちらが連結 PL での前期比になっております。 

 

● M&A で取得した事業や、各事業が成長に伴って前年比 50%成長しているような形で、それに基

づいて粗利も増えているような状況でございます。 

 

● 後ほど説明しますけれども、「調整後営業利益」に関しては今後の経営指標として入れてい

くこととしております。 

 

● 調整後営業利益の考え方としましては、機関投資家様とお話をしているときに開発の補助金

についてご質問をいただくことがあり、国内の運航管理（UTM）事業は当面補助金を含めた収

益管理が適切だと考えております。運航管理（UTM）事業に関しましては、調整後営業利益に

て今後開示をさせていただければと思っております。  



 

 
 

● ドローンソリューションの利益増減を示したものです。 

 

● 測量はサウジアラビアの事業が大きく貢献しておりまして、粗利も創出している形になって

おります。販管費の増減は、本社コーポレートの人員増や、赤字の農業事業の通年化によっ

て増えてはおりますが、上場のために増員していた部分もありますので、前期（2024 年 1 月

期）で完了しております。そのため今後は農業の成長などで黒字化を見込んでおります。 

  



 

 
 

● こちらが各セグメントごとの売上および粗利です。 

 

● 点検と農業について、数字上は粗利の減少に見えると思いますが、実際は会計処理の変更に

起因するものでございます。一部オランダ拠点で販管費計上されていた費用を、2025 年 1 月

期に原価に振り替えているため、実質的に粗利が落ちているものではございません。 

 

● 連結での売上は、前年比 50%で推移しております。  



 

 
 

● こちらは測量事業の内訳となっております。 

 

● 測量事業は大きく国内、サウジアラビア、インドネシアとございまして、主にサウジアラビ

アを中心に伸びているセグメントになっております。サウジアラビア拠点は 2024 年 1 月期に

設立しておりますが、以降順調に成長しております。 

 

● 国内の売上の内訳に関しましては、この周辺領域も含めてサービス事業がかなり伸びており

まして、今後重点的に伸ばしていく予定です。ハードウェアと SaaS の領域では、ハード

+SaaS で売上を伸ばしていくという方針になっております。SaaS は年間契約で測量のデータ

解析および保守の売上になりますので、リカーリング収益として伸ばしていくという形で考

えております。  



 

 
 

● 点検事業は、「顧客当たり単価」の増加がかなり伸びております。KPI を見ると顧客数が下

がっているように見えますが、点検周期の関係により継続顧客が減少しているためで、新規

は増加しており合計数は維持しております。一方単価は非常に伸びておりまして、MODEC

様、SBM 様、BW 様という FPSO 業界で世界 No.3 の企業との案件が増えております（※5）。そ

れに伴って顧客当たり単価は増加しており、結果としてサービスの売上が伸びているという

状況になっております。 

 

 ※5：https://terra-drone.net/19709 

  

https://terra-drone.net/19709


 

 
 

● 運航管理は、日本と子会社のユニフライに分けており、特に国内については本格的な事業の

立ち上がりまでは、補助金も含めた収益管理をしっかりしていこうという形で開示をしてお

ります。 

 

● 2024 年 1 月期にユニフライ買収後、2025 年 1 月期は通期で計上されたことによって、売上と

営業損失が拡大しております。 

 

● 国内は、UTM 事業の本格的な事業立ち上げに向けて開発費が生じております。ただこの状況

を踏まえて補助金を含めた管理をしておりますので、実質的にはユニフライの売上利益を伸

ばしていくところが重要になると考えております。  



 

 
 

● 2026 年 1 月期の業績予想については徳重より説明いたします。 

 

● 徳重：測量事業について、新たに M&A による災害復旧事業の展開を見込んでおります。従来

の測量事業については、先ほどの説明にもありましたようにサウジアラビアが既に売上が 3

億円で黒字化となっており、更なる成長が見込まれます。 

 

● 点検事業は、屋内点検用ドローンの Terra Xross 1 について、代理店と提携して販売を拡大

していきますが、現時点で代理店や顧客からは非常に良い反応をいただいております。 

 

● 農業事業は、高い成長率を実現し、生産性を高くして少ない人数でできるようにしたり、顧

客単価をあげるなどして収益を向上させていきます。 

 

● UTM 事業は、ビジネスの特徴として入札になることが多いので、既存のヨーロッパの実績を

もって、今後東ヨーロッパや中東の入札案件を獲得していくことを目指しております。 



 

 
 

● 測量事業は、国内ではデータ解析や図面作成サービスを新たに始め、サウジアラビアではド

ローンレーザ測量ができる会社が少ないため、良いポジショニングの元、事業を拡大してい

きたいと考えております。 

  



 

 
 

● 昨年日本の首相が変わり、災害や防災をより重要視していることに加え、各自治体において

も、インフラ整備を含めて、災害復旧の領域は非常に大事だと考えています。 

 

● Terra DX Solutions 株式会社は、私（徳重）が 100%株主でしたが、直近の売上は 4 億弱と

なります。利益も出ているこの会社を、テラドローンの子会社として迎え、災害復旧事業を

拡大していくことを目指します。 

 

● ドローンを活用することもありますが、大手の保険会社（東京海上、三井住友海上、損保ジ

ャパン）やそれ以外の保険会社とも契約しており、保険会社から紹介をいただいて損害調査

を実施し、建物や構造物の現状復帰の工事を行っております。 

 

● Terra DX Solutions を子会社化することで、保険会社各社との連携を強化できると考えてお

り、ドローンを活用したソリューションも強化できると考えております。 

  



 

 
 

● 点検事業：建物内や屋内では GPS が働かないため、ドローンが安定的に動くことができない

のが一般的ですが、Terra Xross 1 は安定飛行が可能です。また、従来市場に出ている製品

の 3 分の 1 の価格で提供しています。 

 

● 非常にニーズが高い領域ですが、今回当社は製品の機能性を保ったまま、価格を下げること

を実現し、顧客や代理店からの良い反応をいただいております。グローバルで展開している

当社として、非常にご期待いただけるマーケットだと考えております。 

 

● 従来、価格が高くて買えないという課題があった中で、今回価格を抑えておりますので、新

たな用途や産業に広げることができるのではないかと期待しております。 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

● 農業分野は、市場自体は非常に広大で、参入障壁が高い市場ですので、収益化ができれば中

心的な事業になると考えています。 

 

 
 

● UTM は、インドネシアで初となる、UTM による複数ドローン飛行の実証実験をしたり、開発も

補助金を活用させていただきながらしっかり進めていくことが重要となります。  



 

 
 

● 2026 年 1 月期の業績予想です。 

 

● 売上の成長率は 20%程度となりますが、冒頭の説明にもありました通り、為替前提が 2025 年

1 月期と比べて円高になると予想しておりますので、同水準であれば成長率は 25%程度となり

ます。 

 

● 国内の UTM につきましては補助金を活用しながら、しっかりエンジニアを採用して開発をし

ておりますので、調整後営業利益という形で今後説明をさせていただきます。  



 

 
 

● 実質的な利益改善額というところで、営業利益ベースでは 1 億円強の改善が起きていると考

えております。 

 

● 考慮すべきポイントとしては 2 点、一つ目は本社の体制強化というところで、26/1 期は 25/1

期中に採用したコーポレート人員の給与の通年化や本社オフィス移転に伴う賃料の拡大がご

ざいますが、こちらで本社関連の体制強化は一通り完了するため、今後これ以上増加する見

込みはございません。また農業の追加償却についても、過去の M&A に関連して追加の資産の

オンバランスが発生し償却額が増加したものになりますので、実態として収益力が悪化した

ものではございません。これらを勘案すると実質的には 1 億強の営業利益改善を見込んでい

るということでございます。  



 

 
 

● セグメント別の業績予想です。ドローンソリューションについては、売上成長率が 23%とな

っておりますが、会社としてもここの黒字化を早期に目指したいと考えております。 

 

 
 

● 当社は複数事業を展開しており、ビジネスモデルの関係上、四半期ごとのアップダウンが生

まれやすい傾向があります。その中で、第 1 四半期は通期に対して比較的小さくなる見込み

です。 

 

● 我々からは以上となります。 

 

 

  



 

質疑応答 

 
質問① 

Terra Xross 1 の販売価格を設定した背景を教えてください。販売価格が競合対比で 3 分の 1 と非常

に安価なようですが、利益率には問題ないのでしょうか。 

 

回答①（徳重） 

既に販売しているスイスの会社があり、当初より屋内の目視点検ドローンにはニーズがあると考えて

おりましたので、数年前から当社も開発を始めました。 

価格は従来品の 3 分の 1 となっておりますが、営業利益も現時点で 30%程度ありますので、市場参入

や今後の拡大、量産化の見込みを踏まえて、現時点では適切な価格と考えております。 

各代理店や顧客の反応は好調ですが、初動はサポートの観点も踏まえて慎重に進めている部分もござ

いますので、来期、そして更にその先についてはかなりの台数が期待できるものと考えております。 

 

 

質問② 

今後の黒字化の見通しについて教えてください。 

 

回答②（徳重） 

まずはドローンソリューションセグメントにおいて、Terra Xross 1 やサウジアラビアなどの事業を

成長させることで黒字化（営業利益）を目指してまいります。運航管理セグメントは国内の補助金を

考慮して調整後営業利益で考えていくことを踏まえ、連結において、2027 年 1 月期で調整後営業利

益の黒字化を目指してまいります。 

 

 

質問③ 

第 1 四半期に対する売上高の構成比は比較的小さくなる見込みとのことですが、上期の進捗率も当時

の半分以下になりそうでしょうか。 

 

回答③（関） 

現在の見込みでは、上半期より下半期の方が大きくなる見込みです。下半期に向けて成長する事業や

地域が複数あることが要因です。ただし、受注の関係で見込みが異なってくる場合は、都度皆様にご

説明させていただければと思っております。 

 

 

以上 


